
「第４回 真田洋太郎賞」 表彰式／記念試合のお知らせ 

 

             真田洋太郎賞制定委員会 

 
拝啓、ラグビーシーズン真っただ中を迎え、皆さまご清祥の御事とお慶び申し上げます。さて、今年で４回

目を迎えました「真田洋太郎賞」が、盛岡の知的障害者の更生施設＜緑生園ラグビークラブ＞に決定い

たしました。これを記念いたしまして、下記の通り記念試合と表彰式＆記念パーテイを開催致します。今

年夏、緑生園ラグビーチームは多くの方々のご尽力により、二度目のニュージーランド遠征を挙行致しまし

た。そして、同じニュージーランドの知的障害者のラグビーチーム＜サウスオークランド・キウイーズ／ＳＡＫ＞

相手に、初勝利を挙げるという歴史的快挙を成し遂げました。緑生園のラグビーは単なる競技として行な

われるのではなく、生きる力を育むためにプレーされています。緑生園チームの勝利は、緑生園ラガーメンに

生きる力を与えるものであり、勝利に向かって真面目に努力することの価値、大切さを教えてくれました。こ

の歴史的勝利は長年に渡る緑生園のラグビー活動の賜物であり、真田洋太郎賞に値すると認定し、ラガ

ーメンみんなでお祝いを致したいと思います。年末のお忙しい中ではありますが、万障お繰り合わせの上ご

参集下さいますようご案内申し上げます。 

敬具 

 
記 

 
１．表彰式＆記念パーテイ 

・日時  ２００５年１２月１４日（水） 

・時間  １８時３０分～２０時４５分 ＊１８時００分より受付 

・会場  秩父宮ラグビー場クラブハウス内／ジャパンクラブ 

・会費  ４，０００円（女性は３，０００円） 

 
２．記念試合  

・対戦    ラグビー協会役員チーム＜対＞早大ＧＷＯＢクラブ（定期戦） 

・参加資格 ４０歳以上であれば誰でも参加できます。 

・日時    ２００５年１２月１１日（日） 

・時間    １４：１５ＫＯ（遅くとも１３：００分までには集合して下さい） 

・会場    横河電機㈱ 三鷹グランド（人工芝） （ＪＲ中央線・三鷹駅北口下車徒歩８分） 

・参加費   １人＝1,0００円（保険代、飲料水 等） 

・役員チームのジャージは用意します。但し、白のパンツ、白のストッキングを各自ご用意ください。 

 （真田さんの遺志を受け継ぐべく、服装を整えてゲームに臨みます） 

 
３．参加申込み先 

・井上 淳（都協会理事クラブ委員長） 

・メール jun-inouye@ae2.dion.ne.jp   （自宅） ／ＦＡＸ ０３－３４４６－６８４８ （電話＆FAX兼用） 

     j-inoue@mitsuihome.co.jp  （勤務先） 携帯 ０９０－３１３４－６６９３ 

 
４．参加申込みの方法 

 ・別紙の「参加申込書」用紙にてご返信下さい。多くの方々のご参集をお待ち申し上げております。 

 ・締切  ２００５年１２月４日（日） 

 

以上 

 
 



第４回真田洋太郎賞は「緑生園」へ 

 

日本協会クラブ委員長／平野和美 

 

緑生園とは・・・ 

岩手県盛岡市にある知的障害者の更生施設「緑生園」（社会福祉法人岩手更生会・中野佳子理事長、

畠山文裕園長）は、１９６６年の開設以来、主として１５歳以上の高校生世代に当たる知的障害者の就労と

社会生活、自立を支援してきました。緑生園の理念は「いかなる人も人として認められる社会」の実現にありま

す。３年間の全寮制での生活では、社会生活、自活を達成するため様々な教育訓練が提供されますが、緑

生園ではその一環に「ラグビー」を採り入れています。他の同種の施設では見られない、まさにユニークなプログラ

ムです。 

初代園長の故・中野芳幸氏は、ふとしたきっかけでラグビーに巡り会いました。そして、「緑生園は貧乏だ。な

らばボール一つで出来るラグビーが一番」と、園生の体力作りにラグビーを採り入れたのです。彼らが卒園後立ち

向かわなければならない社会は、肉体的にも精神的にも強靱なものが要求されます。障害者だからという甘え

は通用しません。中野氏のもくろみは当たっていました。知的障害者が生きて行くための拠り所として、ラグビー

は計り知れない効果をもたらしました。 

以来３５年、＜緑生園といえばラグビー＞といわれるまでに、ラグビーは生活の一部に溶け込んだ存在となり

ました。４月に入園してきた園生たちの多くは、ラグビーはおろかスポーツを経験したことがほとんどありません。地

面に転がったり、身体にドロが付くことを極端に嫌います。しかし、初めのうちこそ楕円球を怖々手にしていた園

生たちも、３年間の園での生活を終える頃になると立派な社会人となり、そして、ちょっぴりたくましくなった「ラガ

ーマン」となって巣立ってゆきます。まさにラグビーを通じて大人になって行くのです。また、９年前からは卒園した

ＯＢたちが集まる＜緑生園ＯＢチーム＞が結成され、卒園後の継続生活支援の一環としてラグビーは計り知れ

ない成果を挙げています。ラグビーは教育的価値のあるスポーツと云われますが、まさに典型例だといえます。 

 

緑生園とニュージーランドとの交流 

２００１年、緑生園ラグビーは３０周年を記念してラグビーの王国ニュージーランドへ初めて遠征を行いました。

しかし、さすがのニュージーランドでさえ知的障害者のラグビーチームは存在しませんでした。王国では急遽、サウ

スオークランドキウイズ（＝ＳＡＫ）が結成されました。以来、双方の交流が始まりました。２００２年にはＳＡＫが

初来日し、秩父宮ラグビー場で記念試合が行なわれました。この歴史的試合は、両国の知的障害者ラガーメ

ンの少年達に生きる勇気と深い友情をもたらすことになりました。何よりも日本の、それも盛岡というローカルに位

置する緑生園が、知的障害者ラグビーというカテゴリーをニュージーランドに伝授したのです。なにごとも輸入文

化の国と揶揄される日本にあって、障害者スポーツをラグビー王国に輸出した緑生園の功績は計りしれなく大き

いといえます。 

２００５年８月、緑生園はニュージーランドへ二度目の遠征を行ないました。遠生団は在園生１０名、ＯＢク

ラブ１２名からなる「オール緑生園」（松田政樹監督）で王国に乗り込みました。これまで緑生園とＳＡＫとの対

戦成績は、いずれも緑生園が敗れていましたので、「絶対勝つ」を合言葉に、大きい相手に勝つための「全員で

のデイフェンス、ＢＫに展開し走り勝つ」を中心に練習をつんできました。 

第１戦は、８月１３日タマキクラブ（オークランド）で行われました。緑生園は前半リードされましたが、大きい相

手を恐れることなくタックルし続け、ＳＡＫを１トライに押さえこみました。後半に入り緑生園がトライを奪い同点と

するも、終了間際相手重量ＦＷに押し込まれ、１２対１７で惜敗しました。 

 

歴史的勝利！！ 

翌１４日の第２戦は、オークランドのマヌカウローバーズクラブで行われました。第１戦は悔しい試合でしたので

負けられません。緑生園のディフェンスは第１試合によりさらに厳しく大きい相手に２人、３人と束になり矢のよう

に突き刺ささってゆきました。攻めてはインゴールからでも思い切って回して行き、徹底したオープンラグビーを展

開しました。先制トライは緑生園が挙げ、前半は１０対７とリード。 



後半に入っても＜タックルと思い切った展開＞を徹底し、リードを保ちます。３トライをあげ、２９対１７とリード。

残り数分。畠山園長いたたまれず、グランドに入り込まんばかりの必死の声援。松田監督、釜沢コーチもボール

とともに移動し選手に懸命のアドバイス。 

ノーサイド。ついに勝った。悲願の初勝利。グランドを飛び回り喜びを爆発させる選手たち。達成感と満足感

に溢れた畠山園長の顔にもうっすら光るものが・・・・。「感動をありがとう」玉山マネージャーの涙が止まらな

い・・・。 

緑生園がラグビーを始めて３５年。知的障害者の教育の一環として「生きる力」をつけることを目的としたラグ

ビーは、２００５年８月１４日、緑生園ラガーマンに大きな勇気と希望を与えました。 

「緑生園ラグビーは、ＳＡＫに勝たなくてはいけない。」畠山園長は、２００１年の初遠征で負けて以来、「勝

つ」ことに執着してきました。それは、皮相な勝利至上主義ではありません。緑生園ラガーメンが長い人生を自

信と勇気を持って生き続けるために、勝つという成功体験は欠かせないものだからでした。 

今回の遠征で、インゴールからも徹底的に展開する緑生園のラグビーは大変高いレベルに達していました。こ

れは、くるみクラブＯＢの松田監督をはじめ、毎週日曜日に熱心に指導したコーチの方々の成果であり、緑生

園勝利の大きな原動力となりました。 

彼らが真剣にプレーする姿、基本に忠実にプレーする姿は、知的障害者ラグビーという一つの分野に新たな

意義を創造したことは確かです。何よりも一所懸命やることがスポーツの喜びであり楽しさであることを、彼ら知

的障害者のラガーメンが教えてくれました。 

 

ラグビーはいち早く少年を大人にし、大人に永遠に少年の心を抱かせる 

日本・盛岡を発信基地とする知的障害者ラグビーは、ニュージーランドのみならず、これからはオーストラリア、

イギリス、ヨーロッパなど全世界に伝播し、＜いかなる人も人として認められる社会＞の実現に向けてさらに飛躍

して行くことでしょう。 

「ラグビーはいち早く少年を大人にし、大人に永遠に少年の心を抱かせる。」このスポーツ格言をみごとに実践

しているところ、それが知的なハンデイを負った若者たちの学舎（まなびや）＝緑生園のラグビーなのです。今年

の「真田洋太郎賞」が、盛岡の知的障害者の更生施設「緑生園」に贈られることは誠に意義深いものでありま

す。 

表彰式と記念試合を、別紙の通り行ないます。多くの縁のある方々でお祝いしたいと思います。みなさん、お

誘いあわせの上、お越しください。 

 

「真田洋太郎賞制定委員会」 

早稲田大学ＧＷＯＢ会 

ベースボールマガジン社 

ラグビー協会クラブ委員会 

 

 

 

 

<真田洋太郎賞とは・・・> 

長年クラブチームの育成と普及、クラブのレフリー発掘・養成に尽力された故・真田洋太郎氏を顕彰す

る趣旨で制定された。真田さん逝去後、真田家から遺贈された基金を元に運営されている。協会クラブ

委員会と、早稲田大学GWOB会、ベースボールマガジン社との共催。その年のクラブラグビー界で活躍し

たチーム、個人、団体、レフリーが選考対象となる。真田洋太郎賞制定委員会が選定に当たる。クラブチ

ームを発信基地として、ラグビー界を顕彰するというという日本で唯一のユニークな賞である。 

真田氏は、早大高等学院から早稲田大学政経学部卒。学生時代は早大 GW の俊足ウイングとして

活躍した。その後、協会のクラブ委員長、レフリー委員長などを歴任。クラブからのレフリー育成に精魂を傾

けたが、２０００年３月、こころざし半ばで病に倒れた。 

 

 



真田洋太郎カップ・学生クラブトーナメント戦のご案内 

 

真田洋太郎氏が渾身の力で育て上げられた東日本エリアの学生クラブ選手権大会は、前身の東京都

学生クラブ選手権大会の時代から通算して今年で１９年目を迎えた。従来からこの大会は、単に覇を競うだけ

が目的ではなく、大会を通じて学生クラブの組織力・運営力、マナーの向上・ラグビースピリットの涵養など、学

生クラブの地位向上を目ざす大会として開催されてきた。一昨年から、この大会の勝者は正月に瑞穂で開催さ

れる「地区対抗大学大会」への出場権を得ることになった。そこで、この趣旨をいっそう明確にし、学生クラブの

意識啓発、相互交流を目的として、本年度から「真田洋太郎カップ・トーナメント戦」が開催されることになった。

そのファイナルが、真田洋太郎賞・記念試合と同日に抱き合わせで実施される。こちらも奮ってご観戦いただき、

若い学生ラガーメンの真剣なまなざし、闘志、奮闘ぶりにご声援をお願いしたい。 

 

 

＜真田カップ・トーナメント大会の概要＞ 

関東学生クラブ選手権大会（１～４部に別れて実施）の各部優勝チームに出場権がある。すなわち、１部優

勝・準優勝チーム＋２～４部優勝チーム、計５チームによって争われる。単に競技力ばかりでなく、日ごろの日

常活動、運営力、組織力、ラグビーマナー、大会へ取り組む姿勢、OB会の組織化・協力関係、公認コーチ制

度、公認レフリーの育成など、総合的なクラブとしての強さを競い合う場とする。 

 

真田洋太郎カップ・トーナメント戦組み合わせ 
                                       11/19善行   11/23保土ヶ谷   12/11横河電機 

  早稲田大学リスの会    （１部優勝）  

 

  早稲田大学こんぷれっくす （２部優勝）   

 

   

  中央大学ブルーウインズ  （３部優勝）  

  

  

 

  日本大学文理学部    （４部優勝）   

  

 

  くるみクラブ        （１部準優勝）   

 

 

＜決勝戦のスケジュール＞ 

 決勝戦は、真田洋太郎賞・記念試合と同時開催で実施される。若者たちにご声援をお送り頂ければ幸いで

ある。 

（２００５年１２月１１日(日)、横河電機Ｇ） 

・１４：１５分ＫＯ、記念試合／ラグビー協会役員チーム＜対＞早大ＧＷＯＢクラブ（４０歳以上） 

・１５：０５分ＫＯ、真田洋太郎カップ決勝戦／早大リスの会＜対＞トーナメント勝ち上がりチーム 

 



真田洋太郎賞 表彰式、記念試合参加申込書 

 

 

ご芳名  

住所、連絡先 郵便番号                   

 

 

電話（携帯、自宅、勤務先） 

メールアドレス 

 

所属  

記念試合・出欠 ２００５年１２月１１日(日)１４：１５分キックオフ（横河電機Ｇ） 

 

   出場      欠場     観戦のみ 

 

表彰式＆記念パーテイ

出欠 

２００５年１２月１４日（水）１８：３０分～（秩父宮ジャパンクラブ） 

 

          出席      欠席 

 

通信欄  

＊１２月４日(日)までにご返信をお願いします。 

・井上 淳（都協会理事） 

・メール  jun-inouye@ae2.dion.ne.jp   （自宅）／ＦＡＸ  ０３－３４４６－６８４８ （電話＆FAX兼用） 

      j-inoue@mitsuihome.co.jp   （勤務先） 携帯 ０９０－３１３４－６６９３ 

 


